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　「
あ
き
た
季
報
」
を
ご
覧
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
自
衛
隊
及
び
秋
田

地
方
協
力
本
部
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
３
月
30
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
上
村
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
秋
田
救
難
隊
に
勤
務
し
秋
田
は
２
回
目
と
な

り
ま
す
が
、
当
時
は
秋
田
分
屯
基
地
の
施
設
工
事
の
関
係
で
青
森
県

の
三
沢
基
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
た
め
秋
田
に
居
住
し
た
の
は
数
か

月
、
県
内
で
見
聞
を
広
め
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
離
任
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
勤
務
で
は
既
に
公
私
に
わ
た
り
県

内
各
地
を
訪
問
し
て
お
り
ま
す
が
勤
務
間
し
っ
か
り
と
腰
を
据
え
て

秋
田
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
我
が
国
周
辺
も
含
め
非
常
に
厳
し
い
国
際

情
勢
に
あ
る
中
、
物
価
高
騰
や
物
流
の
停
滞
な
ど
安
全
保
障
環
境
の

悪
化
に
起
因
す
る
影
響
が
日
常
生
活
に
も
及
ん
で
お
り
、
誰
も
が
無

関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
隊
員
の
募
集
、
退
職
者
の
就
職
援
護
及
び
各
種
事
態
に
お
け
る
自

治
体
と
の
連
携
が
地
方
協
力
本
部
の
主
要
な
任
務
で
す
が
、
そ
れ
ら

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
地
域
の
皆
様
に
自
衛
隊
を
含
む
我
が
国

の
防
衛
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
だ
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
積
極
的
に
広
報
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
関
心
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
地
方
協
力
本
部
ま
た
は
各
地
域
事
務
所
等
へ
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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　昭和51年生まれ（47歳）愛知
県稲沢市出身。
　防衛大学校（航空宇宙工学科）
第42期卒業後、航空自衛隊幹部
候補生学校へ入校。新田原・秋
田・那覇救難隊、自衛艦隊司令部、
在インド防衛駐在官、航空幕僚
監部運用支援課部隊訓練第２班
長などを歴任し、令和５年３月
30日付で第10代秋田地方協力本
部長に就任しました。

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
長

１
等
空
佐

　上
村

　宗
顕

うえむら　　としあき

上村　宗顕１等空佐

第 ２ 号

発 行 所

自衛隊秋田地方協力本部後援会

編　集　協　力

自衛隊秋田地方協力本部

秋田市山王４丁目３－３４

電話　０１８－８２３－５４０４

令和５年７月１日

あ
き
た
季
報
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令和５年春に入隊した秋田出身隊員を紹介

　自衛隊への憧れがあったなか、
先輩の紹介を受け、入隊を考えま
した。自衛隊説明会では福利厚生
などの待遇や手当について聞くこ
とができ、これも後押しになりま
した。朝に起きられるか心配とい
う方もいらっしゃると思いますが
しっかり起きられるようになりま
す。友達と筋トレすることで自分
を追い込むことができ、すごく楽
しいです。毎日コツコツ休まず頑
張ります。

［出身校］能代科学技術高等学校
［勤務地］真駒内駐屯地 三浦　錬

　私が入隊した動機は、東日本大
震災の記憶がはじまりです。昔か
ら誰かを助ける仕事がしたいと
思っていました。そんなとき母校
に自衛隊の方が講話に訪れまし
た。その際「自衛隊に入ってみま
せんか」と声をかけていただき、入
隊することにしました。隊内での
生活で不安なことがあっても、班
長達が親身に相談に乗ってくれる
ので不安な気持ちも解消されます。

［出身校］秋田修英高等学校
［勤務地］多賀城駐屯地 小澤　真世

　18年間、日本海が見える町で
育ち、将来は海を生かす仕事に就
きたいと思っていました。また、
多種多様な職種や全国勤務・世界
各国でも仕事ができるという点に
惹かれ自衛隊に入隊しました。進
路が決まっていない方は近くの事
務所に訪れてみてください。先輩
自衛官が魅力を伝えてくれます。
自衛隊というところで偏見を持って
いる方もいるかと思いますが、理解
してもらえるととても嬉しいです。

［出身校］由利高等学校
［勤務地］舞鶴基地 齋藤　冴斗

　私は大学３年生のとき、学校を
辞めました。仕事として関心を
持った自衛隊は、妹が先に入隊し
ていました。妹と一緒に働いてみ
たい、人を守りたい、救いたいと
いう夢を叶えるために入隊しまし
た。班の仲間とは、毎日楽しく過
ごしています。たくさん話したり
笑ったり、休日は皆でお菓子パー
ティもしています。後輩のみなさ
ん、友人や先生との時間をかけが
えのないものにしてください。

［出身校］聖霊女子短期大学附属高等学校
［勤務地］多賀城駐屯地 佐藤　はるな

　私は看護専門学校と自衛隊衛生
科とで迷いましたが、東日本大震
災のような大きな災害や、日本の
平和が危機に陥った時に迅速に対
応できる自衛官になりたいと思い
入隊しました。自衛隊の中にも
様々な職種があり、特に私は衛生
科と言う職種に興味を持ちまし
た。皆さんが少しでも興味をもっ
て頂ければ嬉しいです。

［出身校］角館高等学校
［勤務地］多賀城駐屯地 鈴木　優華

　我が国防衛の「最後の砦」である
陸上自衛隊において、幹部自衛官
として安全保障を現場で支える一
助になりたいと考え入隊しまし
た。今、幹部候補生採用試験の受
験を考えている方へ。幹部自衛官
として経験できる事象は多く、自
分自身を成長させる仕事としては
悪くないと思います。進路のうち
の１つの選択肢として考えてくれ
たら幸いです。

［出身校］ノースアジア大学
［勤務地］前川原駐屯地 山田　冬樹

　私は英語でコミュニケーション
を取ることが得意です。きっと海
外で活躍する自衛隊の仕事に活か
せると考えました。なにより人の
役に立ちたいと思い入隊しまし
た。親元を離れ、慣れない生活環
境でホームシックになることもあり
ますが、そんなとき気にかけてくれ
る仲間が沢山います。やりたいこ
とが分からないという方もいらっ
しゃると思いますが、後悔しないよ
うに自分で決断してください！！

［出身校］大館国際情報学院高等学校
［勤務地］多賀城駐屯地 米澤　優愛

　小さい時から人を助ける仕事に
就きたいと思っていました。消防
士という考えもありましたが、国
も人種も関係なく幅広く活動でき
る点に魅力を感じ、自衛隊を選び
ました。教育期間中は区隊長、先
任助教、班長など優しく丁寧に指
導してくださいます。多くの人と
コミュニケーションをとり、今後
の訓練にも立ち向かえるよう一致
団結して頑張っていきます。

［出身校］大曲農業高等学校
［勤務地］多賀城駐屯地 加藤　空

陸 陸

陸 陸
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　祖父が航空自衛官なので幼い頃
から航空祭に何度も行きました。
また、中学生の時に映画「トップ
ガン」を観たことから航空機に直
接触れる仕事がしたくなりまし
た。入隊前は厳しく辛いことが多
い職場だと思っていました。しか
し、教官方は優しく丁寧。安心し
て教育課程に専念できます。わか
らない事、不得意な事も協力して
手助けしてくれる同期と共に成長
できます。

［出身校］湯沢翔北高等学校
［勤務地］熊谷基地 菅　天希

　私の地元・宮城が東日本大震災
で甚大な被害が出たとき、すぐに駆
けつけてくれたのが自衛隊の方々
でした。１人でも多くの人に勇気を
もってもらえる自衛官になりたいと
思い、自衛隊に入隊しました。私の
所属する教育隊は京都府にあるた
め、関西を中心とした全国に友達が
増えました。母校の皆さま、高校３
年間お世話になりました。訓練はひ
とりだと辛いですが、同期という
力強い仲間とともに頑張ります。

［出身校］男鹿海洋高等学校
［勤務地］舞鶴基地 星　康生

　元航空自衛官の祖父の話を聞い
ていたこと、テレビで災害派派遣
に従事する自衛官を見て、それを
支えたいと思ったことから、入隊
しました。「自衛隊は厳しい」と考
える人がほとんどと思います。し
かし「自分で考えて行動する」など
教わったことに全力で取り組め
ば、教官の方々はちゃんと認めて
くれます。人の役に立つ仕事がし
たい人に選択してほしいです。

［出身校］由利工業高等学校
［勤務地］熊谷基地 梅津　雄

　常に日本の先頭に立って働く自
衛隊員の姿に憧れました。災害派
遣で懸命に働く自衛隊の姿はすべ
ての仕事の中で一番かっこいいと
思ったからです。
生活は、毎日朝はやく起きて、夜
は早く寝ており、とても健康な生
活ができています。皆が思う自衛
隊のイメージとは違ってとても上
官がやさしいので、ぜひ自衛隊に
入ってください。

［出身校］大館鳳鳴高等学校
［勤務地］熊谷基地 佐々木　雄陽

　私は学校で学んだことを生か
し、かつ、人の役に立てる職場を
探していました。そんなとき海上
自衛隊に調理師という仕事がある
ことを知り、入隊しました。体力
面や、人間関係に不安もあると思
いますが、新隊員はみんな同じ気
持ちで教育隊に来ています。辛い
ことや悔しいことも同期が支え慰
めてくれます！入隊をしたら全力
で取り組んで頑張ってください。

［出身校］国学館高等学校
［勤務地］舞鶴基地 柴田　立樹

　今まで私を支えてくれた多くの
人を守ることができる自衛隊に魅
力を感じ入隊しました。自衛隊は
集団生活で、私は自ら話しかける
のが苦手でしたが、同期と生活す
るにつれ信頼し合える友人ができ
ました。不安に思う人へ、入って
みるとたいしたことはないです。
充実感のある仕事です、挑戦して
みてはどうでしょうか。

［出身校］能代松陽高等学校
［勤務地］舞鶴基地 米森　丈琉
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令和５年入隊・入校予定者激励会開催

大館出張所管内

由利本荘地域事務所管内

横手地域事務所管内

能代地域事務所管内

大仙地域事務所管内 秋田募集案内所管内（その２）

秋田募集案内所管内（その１）

令和５年２月22日秋田芸術劇場ミルハスにおいて、
秋田県自衛隊家族会主催による「入隊・入校予定者激励会」が盛大に開催されました。

第９音楽隊による演奏会

来賓祝辞
佐竹敬久秋田県知事

来賓祝辞
冨樫博之衆議院議員

主催者挨拶
北林康司

秋田県自衛隊家族会会長

入隊・入校予定者代表謝辞
佐藤実乃里さん
（防衛大学校入校）

高吉建設㈱

大仙市大曲福住町６－６

☎0187-62-4321

大仙市長野字柳田73－3

☎0187-56-2262

㈱丸臣高久建設

湯沢市湯ノ原２－２－51

☎0183-73-7889

㈱秋豊ネットライズ
秋田市土崎港相染町字
浜ナシ山17－20

☎018-857-1761

㈱ヌノタニ
秋田市飯島字穀丁大谷地

253－4

☎018-847-5515
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能代地域事務所 TEL：0185-52-0768
能代市末広町4-20　能代合同庁舎１階

　私たち能代地域事務所は「地域と共にある自衛
隊・身近な自衛官」をキャッチフレーズに所員一
同待っています！所内はBGMが流れ、ドリンク
メニューも充実！これが自衛隊の事務所？と思わ
れると思います。男女問わず、学生さんも気軽に
来ておりますので勉強、おしゃべりに、ぜひ一度
お立ち寄りください。
【職　種】陸上自衛隊　普通科
【出身校】能代工業高校

（現：能代科学技術高校）
【趣　味】家庭菜園
【何部だった？】陸上競技部
【入隊して良かったこと】
心身を鍛えることができ、自分に自信が持てる
ようになった。１等陸曹　安田　智明

（H30.8～）

大館出張所 TEL：0186-42-1398
大館市字中町５番地　旧正札竹村ビル３階

　大館出張所は大館市を中心に５市町村を担当し
ており、各地域のイベントにも参加しているの
で、見かけたら気軽にお声がけください。陸海空
から集まった精鋭の自衛官５名が真剣に、時には
笑いを交えながら（多分・・・）各自衛隊につい
てお話させていただきます。
【職　種】海上自衛隊　地上救難
【出身校】由利工業高校
【趣　味】スポーツ観戦　ドライブ
【何部だった？】水泳部
【入隊して良かったこと】
自分の適性にあった職種に務めることでスキル
アップや資格の取得と自身の成長を実感しなが
ら仕事に従事しています。２等海曹　成田　健太朗

（R1.8～）

秋田募集案内所 TEL：018-834-5000
秋田市中通５丁目9-16　東北森林管理局庁舎２階

　秋田募集案内所は７市町村を担当しています。
所長以下11名勤務しており、日々募集を頑張っ
ております。
　今年１月から中通に移転し交通の便が良くなり
ました。駐車場もございます。お気軽にお立ち寄
りください。
【職　種】航空自衛隊　通信（転換後サイバー）
【出身校】聖霊女子短期大学
【趣　味】食べる事、飲む事、歌う事、踊る事
【何部だった？】バレー部
【入隊して良かったこと】
全国各地のおいしいお土産が食べられること。

３等空曹　松橋　夏美
（R4.8～）

横手地域事務所 TEL：0182-32-3920
横手市本町2-9　横手法務合同庁舎１階

　横手地域事務所には、陸上と航空の自衛官５名
が自衛隊のＰＲや自衛官の募集に関する業務に毎
日取り組んでいます。
　事務所のある建物はやや地味（？）な佇まいですが、
笑いのセンス溢れる広報官が皆さんのお越しをお待
ちしています。ぜひ一度遊びに来てください(^o^)/
【職　種】陸上自衛隊　普通科
【出身校】秋田経済法科大学

（現：ノースアジア大学）
【趣　味】櫻庭〇育さんと大食い対決！！

サウナ
【何部だった？】陸上部
【入隊して良かったこと】
横手の権力者（クマケン）さんと知り合いにな
れたこと。２等陸曹　小林　一貴

（R3.3～）

大仙地域事務所 TEL：0187-63-1313
大仙市大曲住吉町1-45　大曲合同庁舎１階

　大仙地域事務所は大仙市出身の所長をはじめ、
陸上自衛官３名、全員が県内出身であり地の利を
生かし地域に貢献できるよう所員一丸となり邁進
してまいります。また、防衛省・自衛隊について
の疑問・質問がありましたら丁寧にお答えしま
す。
　近くにお越しの際は、是非、気軽にお立ち寄り
ください。
【職　種】陸上自衛隊　普通科
【出身校】角館高校
【趣　味】マラソン、バスケットボール
【何部だった？】陸上競技部（中・長距離）
【入隊して良かったこと】
多くの人との出会い・自衛官としてのやりが
い・安定と長期休暇（笑）陸曹長　千葉　雄司

（H30.8～）

由利本荘地域事務所 TEL：0184-22-3479
由利本荘市給人町17　本荘合同庁舎４階

　由利本荘市、にかほ市を担当しています。夕日
の美しい地から、それぞれの立場にあった自衛隊
のコースを提案できます。怖い見た目とのギャッ
プが激しい所員一同、誠心誠意対応いたします。
事務所から鳥海山が見えます。いつでもお気軽に
お立ち寄りください。
【職　種】陸上自衛隊　普通科
【出身校】神奈川大学　秋田商業高校
【趣　味】スポーツ鑑賞
【何部だった？】レスリング部
【入隊して良かったこと】
怖い見た目ですがたくさんの仲間ができたこ
と。

２等陸曹　山口　洋介
（R5.3～）

各地域事務所等紹介＆ピックアップ広報官

秋田市寺内字神屋敷
295－38

☎018-845-2121

秋田市川尻町字大川反
233－117

☎018-862-8686

秋田市川尻町字中島
212－1

☎018-862-3702

㈲新川ボデー

秋田市泉北１－６－51

☎018-866-6881

秋田市川尻町字大川反
233－58

☎018-823-4371
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地本からのお知らせ

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、自衛隊全体で説明会のオンライン化や採用試験の
Ｗｅｂ化が進みました。
　オンライン説明会は、常時対応可能で忙しい学生や働いている社会人の方でも場所、時間を
問わずに行うことができます。事前に予約していただき、その際に聞きたい内容等を確認する
ことにより、ご希望に合わせた説明ができます。１対１での説明が基本となるため質問も自由
にでき、より深い説明が可能です。是非、お問い合わせください。
　Ｗｅｂ試験については自衛隊の新たな目玉となっていて、他の省庁では実施していない自衛
隊独自の試験要領です。現在のところ、自衛官候補生、一般曹候補生、予備自衛官補の試験を
Ｗｅｂで行っています。利点は決まった期間中の好きな時間に自分のスマートフォンで解答でき、
試験時間も短縮が可能なため、学校や仕事終わりに受験が可能となりました。身体検査、面接
については試験日に指定された場所で受験となりますが、事前にＷｅｂで受験することにより
短時間で試験を終える事ができるようになりました。ぜひ自衛隊の新たな取り組みのＷｅｂ試
験で受験してみてください。

　オンライン説明会・Ｗｅｂ試験について

オンライン説明会の様子

～防災講話を実施しました～
【令和５年２月９日（木）、大館桂桜高等学校】

●防災講話（40分）
・自衛隊の役割及び活動内容
・近年の主な災害派遣活動
・地震発生時の的確な行動について
●体験的学習（護身術・止血法・ロープワーク等）
●装備品展示（車両・人命救助セット等）
※３項目を各20分ローテーションでやることが多い（60分）

　防災講話等を通じて、地域の皆様の安心・安全に貢献するため、実際に災害派遣活動に従事した自衛官が
現場での教訓をもとに、災害への備え、災害発生時における行動に関しての注意事項、救急法等…いざとい
う時に必ず役立つ知識をご紹介します。 
※　上記項目を一例として、ご要望に応じ、ご相談・調整等承ります。お気軽にご連絡、ご相談してください。
　　ご連絡は　⇒　秋田地本募集課まで！　☎　018-823-5404

防災講話の流れ
（一例）

防災講話

救急法

体験学習

由利工業㈱

由利本荘市西目町沼田字
新道下2－659

☎0184-33-2140

にかほ市平沢字坪貝49－5

☎0184-36-2971

㈱巴コーポレーション
東北支店　秋田営業所

大仙市長野字神林１60

☎0187-56-4356

㈲中仙施設工業

秋田市中通１－３－5

☎018-834-1141

秋田市山王7－9－35
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４
月
16
日
、
道
の
駅
象
潟
に
か
ほ
っ
と
に
お
い
て
自

衛
隊
車
両
の
展
示
、
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
、
広
報
グ
ッ

ズ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
に
よ
り
自
衛
隊
の
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
沢

山
の
方
々
に
試
着
体
験
、
写
真
撮
影
等
に
よ
り
楽
し
ん

で
頂
き
ま
し
た
。

ね
む
の
丘
春
ま
つ
り
に
参
加

　
５
月
４
日
、
大
仙
市
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
曲
店
に
お

い
て
陸
上
自
衛
隊
第
９
音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
家
族

連
れ
や
友
人
同
士
で
訪
れ
た
お
客
様
が
足
を
止
め
て
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
な
か
音
楽
演
奏
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

第
９
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
27
・
28
日
能
代
港
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
第

１
ミ
サ
イ
ル
艇
隊
の
協
力
を
得
て
、
ミ
サ
イ
ル
艇
「
わ

か
た
か
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
艦
艇
広
報
は
、
県
内
中
高
生
、
保
護
者
の
皆

様
及
び
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
見
学
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
期
間
中
２
回
の
体
験
航
海
（
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
）
や
中

高
生
等
に
対
す
る
艦
内
見
学
、
海
上
自
衛
官
と
の
懇
談

な
ど
を
行
い
、
海
上
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
き

ま
し
た
。

ミ
サ
イ
ル
艇
わ
か
た
か
艦
艇
公
開

　
５
月
17
日
、道
の
駅
お
が（
オ
ガ
ー
レ
）に
お
い
て
、

男
鹿
警
察
署
が
主
催
す
る
「
こ
ど
も
自
動
車
学
校
」
に

航
空
自
衛
隊
加
茂
分
屯
基
地
第
33
警
戒
隊
と
と
も
に
参

加
、
ミ
ニ
制
服
試
着
や
自
衛
隊
展
示
車
両
乗
車
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　
園
児
達
も
初
め
て
の
体
験
に
大
い
に
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

こ
ど
も
自
動
車
学
校
に
参
加

　
４
月
29
日
、
ソ
ユ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
ブ
ラ

ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
主
催
働
く
車
大
集
合
に
自
衛
隊
車
両

を
展
示
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー
や
、
子

供
連
れ
の
ご
家
族
が
来
場
し
、
乗
車
体
験
や
記
念
撮
影

を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

働
く
車
大
集
合
に
参
加

広報活動だより

秋田市中通３－１－41

☎018-833-4211

秋田市中通2－6－1

☎018-832-1111

岩手県盛岡市盛岡駅前通16－21
盛岡駅前通ビル６F

☎019-626-3441

アサヒビール㈱
北東北支社

秋田市中通2－5－21

☎018-832-9212

秋田市山王３丁目2－1

☎018-863-1212
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私
が
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）
に
志
願
し
た
の
は
、
将

来
的
に
は
予
備
自
衛
官
と
し
て
有
事
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
元
々
国
防
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
の
強
靭
な

印
象
と
の
乖
離
か
ら
入
隊
は
殆
ど
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
普
段
は
一
般
人
と
し
て
暮
ら
し
有
事
の
際
に
は
自

衛
官
と
し
て
活
躍
す
る
と
い
う
予
備
自
衛
官
制
度
に
つ
い
て
知

り
、
自
分
も
予
備
自
衛
官
を
目
指
そ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
志
願
に
あ
た
っ
て
は
医
師
免
許
取
得
の
前
か
ら
自
衛
隊
に
つ

い
て
知
り
た
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
時
代
に
野
外
調
査
を

し
て
い
た
経
験
を
活
か
し
て
測
量
士
補
の
資
格
を
取
得
し
、
技

能
枠
で
志
願
致
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
訓
練
で
は
、
規
則
正
し
い
生
活
の
も
と
、
基
本
的

な
教
練
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
事
や
生
活
習

慣
な
ど
、
訓
練
と
直
接
関
わ
ら
な
い
点
で
も
日
常
生
活
を
見
直

す
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
現
役
自
衛
官
の
方
々
と
接
す
る
中
で
、
医
療

と
国
防
に
は
手
段
こ
そ
異
な
る
も
の
の
こ
の
国
の
社
会
、
人
々

の
安
全
を
守
る
と
い
う
目
的
は
同
じ
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

　
残
り
の
訓
練
を
修
め
予
備
自
衛
官
と
な
っ
た
折
に
は
、
有
事

の
要
請
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
力
の
錬
成
や
医

学
の
研
鑽
に
邁
進
し
、
現
役
の
自
衛
官
の
方
々
が
安
心
し
て
後

方
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
な
予
備
自
衛
官
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
最
後
に
予
備
自
衛
官
補
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
近
く
の

地
域
事
務
所
ま
で
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
自
衛
官
と
い
う
仕
事
へ
の

イ
メ
ー
ジ
も
き
っ
と
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
援
護
課
秋
田
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
４
月
24
日

か
ら
26
日
に
か
け
て
、令
和
４
年
度
に
２
任
期
目
を
迎
え
た
任
期

制
隊
員
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
自
己
分
析
に
基
づ
い
た
人
生
設
計
を
確
立
さ
せ

る
と
と
も
に
、
退
職
後
の
職
業
選
択
及
び
資
格
取
得
等
に
関
す

る
能
力
開
発
の
自
助
努
力
を
促
進
す
る
た
め
行
っ
て
い
る
も
の
。

　
今
回
、
21
名
の
隊
員
が
参
加
し
、
自
衛
隊
の
人
事
制
度
や
、

秋
田
県
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
秋
田
市
に

あ
る
部
外
施
設
「
あ
き
た
就
職
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用

し
職
業
適
性
検
査
を
実
施
し
た
。

　
現
在
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
職
業
に
向
い
て
る
？
興
味
が
あ

る
？
ま
た
は
向
い
て
い
な
い
？
な
ど
隊
員
ご
と
自
己
分
析
し
、

今
後
の
職
業
選
定
の
資
と
し
た
。

　
翌
日
に
は
部
外
講
師
（
武
石
　
牧
子
氏
）
に
よ
る
講
義
で
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
意
義
と
重
要
性
、自
己
能
力
の
分
析
及
び
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
等
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
編
と
し
て
テ
キ
ス
ト

を
利
用
し
、
20
代
〜
30
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
表
の
作
成
、
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
各
隊
員
が
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
視
野
を
広
げ

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
最
終
日
に
は
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
、
能
力
開
発
及
び
予
備
自
衛
官

等
制
度
な
ど
を
学
び
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
援
護
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
任
期
満
了
予
定
隊
員
及
び
定
年

退
職
予
定
隊
員
に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
教
育
支
援
を
行
い
、

自
衛
隊
退
職
後
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
主
と
し
て
自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
所
定
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。

　
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
（
駐
屯
地
の
警
備
や
後
方
支
援
等

の
任
務
）
と※

技
能
（
医
療
従
事
者
、語
学
要
員
等
）
の
２
コ
ー

ス
あ
り
ま
す
。

予備自衛官補
山本 貴郁（やまもときふみ）さん
【出身地】東京都八王子市
【職　業】秋田大学　医学部

　教
育
訓
練
場
所
、
期
間
、
補
償
等
も
併
せ
詳
し
い
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

予
備
自
衛
官
補
制
度

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
集
合
訓
練
開
催

予
備
自
衛
官
補
に
志
願
し
て

採用試験は毎年４月（状況に応じ10月）に行われます。

医師、看護師、薬剤師、臨床心理士など
英語、中国語、ロシア語など
自動車整備士
総合無線通信士、陸上無線技術士など
電気主任技術者
建築士、測量士など

18歳以上 34歳未満
18歳以上で保有する資格に応じ 53～ 55歳未満

技能区分
衛　　生
語　　学
整　　備
通　　信
電　　気
建　　設

技　能　の　資　格
※「技能」の資格

予備自衛官補の採用資格等
一　　般
技　　能

上記のほか、保育士、弁護士、司法書士、エンバーマー、情
報処理安全確保支援士、システムアナリスト、放射線取扱主
任者、海技士（航海・機関）など他にもあります。

㈱住建トレーディング

秋田市楢山川口境
７－19

☎018-836-6808

秋田市山王２－１－43

☎018-896-1670

秋田市山王２－１－43

☎018-865-0564

秋田市大町３－３－15

☎018-862-8421

秋田支店

日吉神社

秋田市新屋日吉町
10－67

☎018-828-3033
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４
月
１
日
付
で
総
務
課
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
和
田
事
務
官
で
す
。
東
北

で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
早
く
秋
田
の
環
境
に
慣
れ
、
地
域
の
皆

様
と
自
衛
隊
と
の
窓
口
と
し
て
の
秋
田
地
方
協
力
本
部
の
活
動
を
よ
り
良
く
で

き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
、
秋

田
地
方
協
力
本
部
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
総
務
課
長

和
田
　行
弘

　
３
月
13
日
付
で
、
募
集
課
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
松
塚
２
佐
で
す
。
出
身

は
大
仙
市
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
９
年
入
隊
以
来
、
初
の
秋
田
県
内
で
の
勤
務

と
な
り
ま
す
。
ま
た
地
方
協
力
本
部
で
の
勤
務
も
初
挑
戦
で
あ
り
、
県
民
の
皆

様
方
に
自
衛
隊
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
原
動
力
と
し
て
の
重
責
に
、
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
今
後
も
県
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、
課
員
一
同
元
気
に
励
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
募
集
課
長

松
塚
　賢
二

　
３
月
13
日
付
で
秋
田
募
集
案
内
所
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
鈴
木
１
尉

で
す
。
由
利
本
荘
地
域
事
務
所
長
を
初
め
募
集
課
募
集
班
長
を
経
て
地
元
秋
田

の
所
長
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
い
と
同
時
に
、
県
民
の
皆
様

と
自
衛
隊
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
の
重
責
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
県
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、
所
員
一
同
専
心
励
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
秋
田
募
集
案
内
所
長鈴

木
　博
善

人
事
往
来

【
転
　
　
出
】
　
令
和
５
年
３
月
13
日
付

２
等
陸
佐
　
　
松
尾
　
俊
宏
（
募
集
課
長
か
ら
幹
部
候
補
生
学
校
へ
）

３
等
陸
佐
　
　
阿
部
　
英
樹
（
秋
田
募
集
案
内
所
長
か
ら
東
北
方
面
後
方
支
援
隊
へ
）

陸
曹
長
　
　
　
高
橋
　
慶
始
（
募
集
課
か
ら
第
９
後
方
支
援
連
隊
へ
）

海
曹
長
　
　
　
柏
谷
　
主
税
（
募
集
課
か
ら
第
21
整
備
補
給
隊
へ
）

 

令
和
５
年
３
月
30
日
付

１
等
空
佐
　
　
米
山
　
　
浩
（
秋
田
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
航
空
幕
僚
監
部
へ
）

 

令
和
５
年
４
月
１
日
付

防
衛
事
務
官
　
佐
々
木
啓
彦
（
総
務
課
長
か
ら
宮
城
地
方
協
力
本
部
へ
）

防
衛
事
務
官
　
種
市
　
　
満
（
援
護
課
か
ら
神
町
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

防
衛
事
務
官
　
河
村
　
将
司
（
総
務
課
か
ら
関
東
補
給
処
へ
）

１
等
空
尉
　
　
畠
山
　
　
譲
（
総
務
課
か
ら
第
４
補
給
処
へ
）

２
等
空
尉
　
　
信
太
　
貴
統
（
能
代
地
域
事
務
所
長
か
ら
中
部
航
空
警
戒
管
制
団
司
令
部
へ
）

 

令
和
５
年
５
月
12
日
付

１
等
海
曹
　
　
大
越
　
公
誠
（
秋
田
案
内
所
か
ら
大
湊
衛
生
隊
へ
）

 

令
和
５
年
５
月
26
日
付

３
等
海
曹
　
　
高
田
　
海
斗
（
大
仙
地
域
事
務
所
か
ら
海
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
付
）

【
転
　
　
入
】
　
令
和
５
年
３
月
13
日
付

２
等
陸
佐
　
　
松
塚
　
賢
二
（
東
北
方
面
総
監
部
か
ら
募
集
課
長
へ
）

陸
曹
長
　
　
　
佐
藤
　
義
彦
（
第
39
普
通
科
連
隊
か
ら
募
集
課
へ
）

２
等
陸
曹
　
　
堀
井
　
　
純
（
第
11
施
設
群
か
ら
総
務
課
へ
）

 

令
和
５
年
３
月
30
日
付

１
等
空
佐
　
　
上
村
　
宗
顕
（
航
空
幕
僚
監
部
か
ら
秋
田
地
方
協
力
本
部
長
へ
）

 

令
和
５
年
４
月
１
日
付

防
衛
事
務
官
　
和
田
　
行
弘
（
陸
上
幕
僚
監
部
か
ら
総
務
課
長
へ
）

防
衛
事
務
官
　
五
十
嵐
　
淳
（
宮
城
地
方
協
力
本
部
か
ら
援
護
課
へ
）

防
衛
事
務
官
　
山
口
　
翔
平
（
防
衛
大
学
校
か
ら
総
務
課
へ
）

防
衛
事
務
官
　
新
井
　
駿
斗
（
関
東
補
給
処
か
ら
総
務
課
へ
）

防
衛
事
務
官
　
佐
々
木
　
翔
（
秋
田
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
援
護
課
へ
）

 

令
和
５
年
６
月
26
日
付

１
等
海
尉
　
　
古
川
　
太
己
（
第
23
航
空
隊
か
ら
能
代
地
域
事
務
所
長
へ
）

【
部
内
異
動
】
　
令
和
５
年
３
月
13
日
付

１
等
陸
尉
　
　
鈴
木
　
　
明
（
募
集
課
か
ら
総
務
課
へ
）

防
衛
事
務
官
　
片
岸
　
整
博
（
総
務
課
か
ら
募
集
課
へ
）

陸
曹
長
　
　
　
大
森
　
寿
彦
（
由
利
本
荘
地
域
事
務
所
か
ら
総
務
課
へ
）

２
等
陸
曹
　
　
山
口
　
洋
介
（
総
務
課
か
ら
由
利
本
荘
地
域
事
務
所
へ
）

【
定
年
退
職
】
　
令
和
５
年
３
月
30
日
付

１
等
陸
曹
　
　
石
黒
　
　
彰
（
総
務
課
）

 

令
和
５
年
４
月
10
日
付

２
等
陸
尉
　
　
佐
々
木
和
孝
（
大
仙
地
域
事
務
所
）

【
退
　
　
職
】
　
令
和
５
年
４
月
１
日
付

防
衛
事
務
官
　
熊
谷
　
綾
子
（
援
護
課
）

秋田市川尻町字大川反
233－49

☎018-862-5555☎018-896-5100

秋田市川尻町字大川反
233－49

☎018-824-0048

㈱コスモス設計

秋田市川尻町字大川反
233－49

☎018-863-3366

㈱東北企画
秋田市川尻町字大川反

233－49



第 2号 あきた季報 令和５年７月１日（10）

　あなたの持つ疑問や不安におこたえします！
　お気軽に自衛隊秋田地方協力本部またはお近くの事務所等へ
お問い合わせください！！ご希望の日時、場所での出張説明も
常時対応しております。

問い合わせ先：自衛隊秋田地方協力本部 募集課 　Tel：018-823-5404

秋田地本ホームページ 秋田地本 Instagram 自衛官募集ホームページ

令和５年度自衛官等採用案内

種　目 資　格 受付期間 試験期日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 ８月１日（火）～10月26日（木） 11月17日（金）

航空学生

海：18歳以上23歳未満の者
　　（高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含））
空：18歳以上21歳未満の者
　　（高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含））

７月１日（金）～９月７日（木）

１次：９月18日（月）
２次：10月14日（土）～19日（木）
３次：（海）11月17日（金）～12月13日（水）
　　　（空）11月11日（土）～12月14日（木）

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者）

７月１日（金）～９月５日（月）
１次：９月15日（金）～24日（日）
２次：10月14日（土）～11月５日（日）
※いずれか１日を指定されます。

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者）

年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。

防衛大学校学生

推　薦
18歳以上21歳未満の者
高卒（見込含）又は高専３年次修了（見込含）で成績優秀かつ生徒活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推薦できる者

９月５日（火）～９月８日（金）

９月16日（土）・17日（日）

総合選抜

18歳以上21歳未満の者（自衛官は23歳未満）
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）

１次：９月16日（土）
２次：10月21日（土）・10月22日（日）

一　般 ７月１日（土）～10月18日（水）
１次：10月28日（土）
２次：11月28日（火）～12月２日（土）

防衛医科大学校医学科学生
18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）

７月１日（土）～10月11日（水）
１次：10月21日（土）
２次：12月13日（水）～15日（金）

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）

７月１日（土）～10月４日（水）
１次：10月14日（土）
２次：11月25日（土）・26日（日）

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

推　薦
男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀かつ生徒会活動等に顕著
な実績を修め、学校長が推薦できる者

10月１日（日）～12月１日（金）
令和６年１月６日（土）～８日（月）
※いずれか１日を指定されます。

一　般 男子で中卒（見込含）17歳未満の者
10月１日（日）～
� 令和６年１月５日（金）

１次：令和６年１月13日（土）・14日（日）
２次：令和６年１月25日（木）～28日（日）
※いずれか１日を指定されます。

貸費学生 技　術
大学の理学部、工学部の３・４年次又は大学院（専門職大学院を除く。）
修士課程在学（正規の修業年限を終わる年の4月１日現在で26歳未
満（大学院修士課程在学者は28歳未満））

６月１日（木）～11月10日（金） 12月３日（日）

予備自衛官補

一　般 18歳以上34歳未満の者

６月１日（木）～９月21日（木）
９月23日（土）～10月９日（月）
※いずれか１日を指定されます。

技　能
18歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により年齢上限は53歳未満～55歳未満）

※コロナウイルスの影響により受付期間及び試験期日が、変更される場合がありますのでご了承願います。新情報は、お近くの地域事務所等に連絡されるか、自衛官募集
ホームページ（下記）を確認して下さい。


